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次世代ITSのターゲット設定

○ 次世代ITSでは、革新的な技術の開発・普及が進み、社会経済活動が成熟化・複雑化する中、
ターゲット及び手法を改めて設定
①「交通課題（渋滞・事故・環境）の解決」から「社会経済活動への貢献」にターゲットを拡大

 交通課題を解決に導く『社会経済全体からのアプローチ』
 社会・生活・産業の相互作用を促し『新たな価値の創造』 等

② 革新的な技術を活用した課題解決手法の設定
 道路交通の全体最適化に資する『高度なデータ連携』
 コネクテッド機能を介した『個車レベルの交通マネジメント』 等
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今後の進め方（案）

R5.3.8
○次世代ＩＴＳのターゲット設定
○次世代ＩＴＳで実現を目指すサービスの着眼点
○次世代ＩＴＳ開発の留意点

R5.夏頃
○関連行政サービスや民間サービスとの連携のあり方
○次世代ＩＴＳシステムのデザイン、普及戦略

○中間とりまとめ
・次世代ＩＴＳコンセプト（案）
・開発・普及のロードマップ（案）

R5年末頃

第１回 次世代ＩＴＳ検討会

第２回 次世代ＩＴＳ検討会

第３回 次世代ＩＴＳ検討会

17継続議論


